
まちの「今」を伝える情報誌

広報 112019
NOVEMBER

P U B L I C  R E L A T I O N S
O F  N I S E K O

特
　
集

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

く
ら
し
の
情
報

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

まちづくり情報室
まちの話題
みんなのページ
くらしの情報
まちのカレンダー

・・・・・・・  9
・・・・・・・・・・・・・  11

・・・・・・・  15
・・・・・・・・・・・  19

・・・・・  26

子どもが参加するまちづくり特集



|  2019  | 11月号  ｜  広報ニセコ 01

特
　
集

　「ニセコ町まちづくり基本条例」には住民のまちづくりに
参加する権利が記載されている条文があります。その中に
は、未成年もまちづくりへ参加できることが明記されてい
ます。町では、まちづくりへの発言の機会が少ない子ども
たちにも、積極的にまちづくりに参加してもらうための機
会を多く作っています。そこで今月は、「子ども議会」と「小・
中学生まちづくり委員会」に焦点を当て、子どもによるまち
づくり活動をお伝えします。

子ども 参加 まちづくり子どもが参加するまちづくり
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子
ど
も
議
会
と
は
？

　

子
ど
も
議
会
の
活
動
は
、
平
成
13

年
（
2
0
0
1
年
）
か
ら
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

第
11
条
に
あ
る
「
満
20
歳
未
満
の
町

民
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
権

利
」
に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
声

を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
方
法

の
一
つ
で
す
。
実
際
の
議
会
と
同
じ

よ
う
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
子
ど

も
が
ま
ち
づ
く
り
へ
の
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
も
町
民
の
一

人
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
議
会
で

出
さ
れ
た
提
案
の
中
に
は
、
実
際
の

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
た
例
も
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
ニ
セ
コ
駅
構
内

の
線
路
を
ま
た
ぐ
跨
線
橋
の
壁
面
に

描
か
れ
て
い
る
絵
や
、
町
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
「
ニ

セ
コ
子
ど
も
観
光
マ
ッ
プ
」
は
、
子

ど
も
議
会
の
提
案
を
も
と
に
制
作
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
ニ
セ
コ
小
学
校
か
ら
４
年

生
１
人
、
５
年
生
３
人
、
６
年
生
１

人
、
近
藤
小
学
校
か
ら
６
年
生
１

人
、
ニ
セ
コ
中
学
校
か
ら
１
年
生
２

人
、
２
年
生
２
人
の
合
計
10
人
が
子

ど
も
議
員
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

子ども 参加 まちづくり子どもが参加するまちづくり
特集

今年の子ども議員
ニセコ小学校
　4年
　レフコ   アメリ   礼奈
　5年
　大道  ひなた
　コンスタンティン   蓮音   チェザル
　日向　美月
　6年
　コンスタンティン   さゆり   クリナ
　（議長）
近藤小学校
　6年
　松田　莉埜
ニセコ中学校
　1年
　勝野　悠楽
　小林　美夕
　2年
　倉地　圭亮
　田中　美月（副議長）

れ な

れおん

ひなた　　　みづき

まつた　　　れいや

かつの　　　ゆらら

こばやし　　　みゆ

くらち　　   けいすけ

たなか　　　みづき

おおみち

こ
せ
ん
き
ょ
う
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動
で
あ
る
修
了
式
で
は
、
子
ど
も

議
会
の
活
動
を
ま
と
め
た
提
言
書

を
教
育
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
、
自
分
た
ち
の
か
ば
ん

自
体
の
重
さ
が
小
学
生
平
均
で
約

１
㎏
、
中
学
生
で
約
1.5
㎏
に
も
な

る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
教
科
書
を
含
め
る
と
、
小

学
生
平
均
で
約
５
㎏
、
中
学
生
で

約
９
㎏
に
も
な
り
、
部
活
動
が
あ

る
と
10
㎏
を
超
え
て
し
ま
う
こ
と

が
わ
か
り
、
か
ば
ん
を
軽
く
す
る

た
め
に
教
科
書
の
電
子
化
や
、
か

ば
ん
の
材
質
を
軽
い
も
の
に
変
更

す
る
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
提
言
書
を
元
に
、
ニ
セ
コ
町
の

学
校
で
は
教
科
書
の
電
子
書
籍
化

や
カ
バ
ン
の
軽
量
化
が
さ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
／
学
校
教
育
課
学
校
教

　

育
係

　
　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
0
1

　
　
　
　

担
当
＝
木
村
・
佐
々
木

　
子
ど
も
議
員
の
始
動
（
7
月
）

　

子
ど
も
議
会
本
会
議
に
向
け

て
、
約
３
週
間
前
か
ら
活
動
は
始

ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
こ

の
期
間
で
、
ニ
セ
コ
町
の
こ
と
を

勉
強
し
、
本
会
議
で
質
問
す
る
内

容
を
考
え
ま
す
。

　

教
育
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
委

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
る
と
、
子
ど
も

議
員
と
し
て
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
子
ど
も
議
員
は
、
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
や
町
の
統
計
資

料
「
数
字
で
見
る
ニ
セ
コ
」
を
見

な
が
ら
、
ニ
セ
コ
町
は
ど
の
よ
う

な
町
な
の
か
改
め
て
勉
強
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
出
て
き
た
疑
問
や

町
へ
の
提
案
な
ど
を
紙
に
書
き
だ

し
、
本
会
議
で
質
問
す
る
内
容
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

真
剣
に
取
り
組
ん
だ
議
会

本
会
議
（
8
月
）

　

本
会
議
当
日
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
笑
顔
を
見
せ
る
子
や
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
緊
張
し
て
い
る
子
、

質
問
内
容
を
確
認
し
て
練
習
す
る

子
な
ど
、本
番
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ

準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
議
場
に
入
り

本
番
が
始
ま
る
と
真
剣
な
顔
つ
き

に
変
わ
り
、
堂
々
と
自
分
の
考
え

た
質
問
や
意
見
を
町
へ
提
案
し
て

い
ま
し
た
。
町
か
ら
は
難
し
い
言

葉
で
の
回
答
も
多
く
な
さ
れ
ま
し

た
が
、
回
答
者
の
話
を
し
っ
か
り

聞
き
、
再
質
問
す
る
子
が
続
出
し

ま
し
た
。
質
問
し
て
い
な
い
議
員

も
、
ほ
か
の
議
員
か
ら
の
質
問
や

回
答
を
聞
き
、
時
折
相
づ
ち
を

打
っ
た
り
、
メ
モ
を
取
る
な
ど
し

て
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。本

会
議
後
も
続
く
活
動
（
10 
月
）

　

本
会
議
が
終
わ
っ
て
も
自
分
た

ち
の
提
案
を
町
に
届
け
る
た
め

に
、
例
え
ば
、
田
中
美
月
議
員
が

提
案
し
た
「
ニ
セ
コ
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
軽
い
学
校
指
定
カ
バ
ン
」
の
デ

ザ
イ
ン
を
、
子
ど
も
議
員
そ
れ
ぞ

れ
が
考
え
ま
し
た
。
ニ
セ
コ
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
ニ
ッ

キ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
カ
バ
ン

や
、
軽
量
化
の
た
め
余
計
な
装
飾

を
付
け
な
い
カ
バ
ン
な
ど
、
子
ど

も
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か

し
た
デ
ザ
イ
ン
案
が
で
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
員
と
し
て
最
後
の
活
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子ども議員一般質問
　本会議当日、子ども議員が実際に町に対して
行った一般質問を紹介します。詳細な答弁の内容
は町のホームページに掲載していますので、
そちらをご覧ください。

田中　美月 副議長

学校用のかばんについて
　中学校の指定かばんが重たいので、次の日に使
う教科書や普段あまり使わない教科書を学校に置
いていくという対策をしている。しかし、かばん
が重たい原因は、教科書だけでなくかばん自体も
重たいのではないかと考える。そこで提案するの
が「指定かばんを軽いものに変更できないか」と
いうことである。学校指定のかばんを軽い素材の
ニセコのオリジナルデザインのものにして発注す
るなどはできないか。私たち自身が使うので、生
徒にデザインを募集し、考えてもらうというのも
良いと思う。

小林　美夕 議員

ニセコ町の高齢化と
介護施設の利用状態について
　町の統計資料を見て思ったことがある。人口と
産業構造の年齢別男女別人口についてのページに
「高齢化が進むものと思われる。」という一文が
あった。近い将来、どれほど高齢化が進んでしま
うのか。現在の高齢化の状態について、町の状況
を教えていただきたい。また、以前ニュースで、
保育園などでの人手不足や待機児童問題について
放送していた。高齢者施設であるニセコハイツや
デイサービスセンターではそのようなことがない
のかも教えてもらいたい。このことは、デイサー
ビスセンターに勤務している母から何度か話を聞
き、また実際に行って、利用者さんと会話したこ
とで、興味を持つことができた。子どもと高齢者
が交流する機会、例えば、福祉まつりのような行
事をもっと増やしてはいかがか。

大道　ひなた 議員

陸上グラウンドの整備について
　私は陸上をやっているが、陸上グラウンドは地
面が砂でできているので、走り終わった後足が痛
いし、すべってとても走りにくいので、ゴム製の
グラウンドにしてほしい。ゴム製のグラウンドで
練習ができたなら、練習をする時に、いちいちス
パイクに履き替えなくてもよくなるし、思いきり
走った後も地面をならさなくてよくなる。また、
良い成績で、全道大会や上の大会に出ることがで
きたときも、練習環境が同じならリラックスして
挑むことができる。

コンスタンティン   蓮音   チェザル 議員

ちびっこ広場の整備について
　ちびっこ広場の公園を、小さい子やお年寄りに
も使いやすい公園にしてほしい。小学生やいろん
な子どもが使うので、ブランコで遊ぶ時、小さい
子は安全に使えなくなってしまうと思う。また、
ちびっこ広場は子どもだけでなくお年寄りも憩え
る場として、もっと使いやすくしてほしい。

日向　美月 議員

雪を利用した誰でも遊べる
場所づくりをしてほしい
　私は冬に雪を使って遊べる場所がほしいと考え
る。冬は公園など遊べる場所が少なく友達と遊ぶ
機会が少なくなるので困っている。そのため、雪
を利用して、いつでも誰でも来てすべることので
きる場所を作ってほしい。例えば、スキーのコー
スをいくつか作り、チューブすべりや雪合戦がで
きる場所を整備するなど、雪で集える場所があっ
たらよいと思う。いつでも行けて遊べる場所があ
れば、元気になるし、運動もできて体力もつく。

ホームページはこちらから▲
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コンスタンティン   さゆり   クリナ 議長

子どもたちがみんなで参加できる
イベントや企画が欲しい
　過去の質問で「ニセコ町には、たくさんの自然
がある」と言っていた。しかし、小学校３年生以
上になると、生活科の授業がなくなり、自然とふ
れ合える機会が少なくなるので、子どもたちがみ
んなで参加できるような自然の中で行うイベント
や企画を行ってほしいと思う。私は地域の人や子
どもたちが一緒に自然とふれ合える、森の中での
スタンプラリーを提案する。

勝野　悠楽 議員

町の花、木のＰＲについて
　私は昨年も子ども議会議員を務めていた。その
中で、ほかの議員が町の花・鳥・木のＰＲについ
て提案していた。そこで、私は改めてどういう方
法だと多くの人に町の花や木が伝わるか考えた。
それは町の花や木を使った食べ物を作ることに
よって、ＰＲする方法である。ニセコにはおいし
い食べ物を作っているところがたくさんある。そ
ういったお店とコラボして町の花（ラベンダー）
を使ったスイーツを作ったり、町の木（シラカ
バ）を使って、そのスイーツを入れるお皿やス
プーンにすると良いと思う。そして、それをお祭
り限定にして売ると、招魂祭や狩太神社祭の屋台
不足も解決できると思う。たくさんの人が食べて
くれれば、お金もたまり、新しい店が増えるかも
しれない。また、子どもと一緒に作れたら楽しい
し、そのスイーツが名物になると思う。

倉地　圭亮 議員

デマンドバスの台数増車について
　家から学校まで距離があるため、学校が休みの
日に部活に来るときには、デマンドバス（にこっ
とBUS）を利用している。ただ、冬は混んでいて
予約が取れないことが多くある。予約が取れない
ときには、親に送ってもらうが、親も仕事が忙し
いので困っている。冬の時期だけ台数を増やせ
ば、混むことも解消されると思う。

松田　莉埜 議員

招魂祭の屋台を増やしてほしい
　招魂祭はお店が少なくなってきて、とても寂し
くなってきている。お祭りはとても楽しく、みん
なと集えて、友達と遊べるとても楽しみな行事の
ひとつ。屋台が増えると、にぎわいが増し、とて
も楽しい。食べ物だけでなく、くじや金魚すくい
などもあると、もっと盛り上がると思う。このよ
うなお祭りがなくならないように、屋台を増やし
てほしいと考える。

レフコ　アメリ　礼奈 議員

自転車ロードと、クロカンロードの
新設について
　夏には自転車で走れるロードを設置し、冬には
その道をクロカンロードとして使用できるロード
を作ったらいいのではないだろうか。自転車とク
ロカンができる道を作り観光地と町をつなげたら
いいと思う。貸し出しの自転車を用意すること
で、観光客の人にもニセコのロードを走り、自然
を感じてもらえたらと思う。自転車ロードを作る
ことで健康になり、エネルギーを使わない分、環
境にもやさしい。冬はクロカン教室としても使用
できるのではないか。自転車ロードを作るのに、
木を切ったならその木を橋に利用したい。
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　小・中学生まちづくり委員会令和元年度　小・中学生まちづくり委員会
　今年度の小・中学生まちづくり委員会は「ニセコのミライ～世界に誇るニセコのまちを
自分たちの手で守ろう～」をテーマにごみの問題を中心に、ニセコ町の今の様子について
知り、将来ニセコ町がどんなふうになってほしいかをみんなで考えています。

   第1回（8月26日）
　林副町長から挨拶、委嘱状の交付を行い、今年度の活動
をスタートしました。まず、委員長と副委員長をみんなで
相談。立候補により、フォロ舞衣耶トリニティ委員長、高
橋幸十副委員長に決定しました。
　そして、地域おこし協力隊の寺地高志さんから、世界で
はどのようなごみの問題があるか、ごみはどのくらいの時
間がかかって分解されるのか、ごみを出さないために何が
できるかなどのお話をしていただきました。中米のグアテ
マラ共和国のごみによる環境汚染の様子や、日本がごみを
輸出しているニュースの映像から、子どもたちはふだんの
自分たちの生活では感じることのできないごみの問題を見
て驚いている様子でした。
　ごみを減らすにはどうすればいいのか。ごみを出さない
工夫をする、修理して使う、再利用するなどの「5R」と
いう考え方を知り、ごみを分別することは資源を無駄にし
ないことにつながると学びました。

小・中学生まちづくり委員会
ニセコ小学校
　4年　西山　柚希
　　小貫　心奏
高橋　幸十

　　  　（副委員長）
　5年　日向　美月

にしやま　　   ゆずき まいや

おぬき　　　 ここな

ひなた　　　 みづき

たかはし　　   ゆきと

みやざき　　   ななえ

近藤小学校
　5年　フォロ 舞衣耶 トリニティ
　　  　（委員長）

ニセコ中学校
　1年　宮﨑　七愛
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   第2回（8月27日）
　自分たちができるごみを減らせる取り組みを行うため
に、段ボールコンポストを製作しました。段ボールコンポ
ストに家庭で出る野菜くずなどを入れることで発酵分解が
進み、数か月経つと、たい肥として利用することができま
す。段ボールコンポストは臭いも少なく、ごみを入れるだ
けなので簡単に使用することができ、また、コンポストの
おかげで、家庭から生ごみが出ないので、ごみ袋を使わず
にすみます。
　段ボールコンポストを作りながら、どんなものを入れる
か考えている子どもたちの様子はとても楽しそうでした。

  第3回（10月11日）
　町が検討している「ちびっこ広場の再整備」について意
見を出しあいました。
　まず、みんなでちびっこ広場へ行きました。平成3年
（1991年）にできたちびっこ広場。多くの遊具や噴水が
ありますが、現在は故障していて稼働しておらず、子ども
たちは噴水で遊んだことがないとのこと。水遊びするなら
ほかの町村へ行く、砂場は使わない、広場ではボール遊び
をする、自転車コースは近道として使うなど、子どもたち
の“遊び事情”について教えてもらいました。
　その後、遊具のパンフレットを見ながら、こんな遊具がち
びっこ広場にあったらいいな、というものを地図に書き加
えていきました。ほかの公園で遊んだことのある遊具や
使ってみたい遊具などを見て「これ楽しいよね」「これで遊
んでみたいな」「この遊具すごく高い」などと言いながら、楽
しそうに自分なりのちびっこ広場を描いていました。
　ちびっこ広場を再整備したとき、「あの時の私の意見が形になっている！」と思うことがあるかもしれません。

　これまでに3回行ってきた小・中学生まちづくり委員会も、今年度は残り2回となりました。第4回では、新
幹線のトンネル工事の様子やごみ処理場の見学をする予定です。第5回ではこれまでの活動を振り返り、ポス
ターやレポートを作成する予定です。

　

こ
の
よ
う
に
町
の
子
ど
も
た
ち

は
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を

知
っ
た
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
が
、
少

し
で
も
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
を
持

ち
、
次
の
子
ど
も
議
員
や
ま
ち
づ
く

り
委
員
に
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
／
企
画
環
境
課
経
営
企
画
係

　
　
　
℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　
　
　

担
当
＝
澤
田
・
齊
藤
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みなさんの

聴かせてください

  

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を

  

開
催
し
ま
す

　
各
地
区
の
会
場
に
町
長
が
お
邪

魔
し
て
、
今
ま
ち
が
抱
え
る
問
題

や
行
っ
て
い
る
事
業
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
、
み
な
さ
ん
の
意
見
や
要

望
を
座
談
会
方
式
で
お
聴
き
し
ま

す
。日
ご
ろ
お
気
づ
き
の
こ
と
や

素
朴
な
疑
問
、  ｢

こ
う
し
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
要
望
な
ど
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
懇
談
会
に
出
席
し
て
ご
意
見
な

ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、
特

に
ご
意
見
な
ど
が
な
く
て
も
懇
談

会
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
う
か
が
っ
た
意
見
や
要
望
に
つ

い
て
は
、
す
ぐ
に
対
応
が
可
能

か
、
ま
た
は
必
要
か
ど
う
か
を
検

討
し
ま
す
。
す
ぐ
に
対
応
で
き
る

も
の
は
早
急
に
実
行
し
、
あ
る
程

度
ま
と
ま
っ
た
お
金
が
必
要
な
場

合
は
、
来
年
度
の
予
算
づ
く
り
に

反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　
懇
談
会
は
地
区
ご
と
に
会
場
を

用
意
し
て
い
ま
す
が
、
お
住
ま
い

の
行
政
区
で
な
く
て
も
参
加
し
や

す
い
日
時
に
合
わ
せ
、
ど
の
会
場

で
も
自
由
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　ニセコ町をより住みやすい町にしていくためには、町民みなさん一人ひとりの
ご意見が何よりも参考になります。役場ではみなさんの声を少しでも多く聴くた
めにさまざまな方法を用いて、苦情や質問などの話しをしやすい環境づくりに努
めています。ここではその方法を紹介しますのでぜひ活用してください。

令和元年度(2019)　まちづくり懇談会日程表
開催日時 開催会場

11月13日(水）
11月17日(日）
11月25日(月）

　
11月29日(金）

　　
12月2日(月）

12月3日(火）
　

12月4日(水）
12月5日(木）
12月6日(金）
12月8日(日）

18：00～19：30
18：00～19：30
18：00～19：30
10：00～11：30
14：00～15：30
18：00～19：30
18：30～20：00
10：00～11：30
18：00～19：30
18：00～19：30
19：00～20：30
18：00～19：30
18：00～19：30

元町地域コミュニティセンター
町民センター（市街地）
宮田集会所
町民センター（寿大学）
福井地区コミュニティセンター
中央連合町内会コミュニティセンター
里見地域コミュニティセンター
町民センター（子育て世代が中心）
曽我活性化センター
近藤地域コミュニティセンター
ニセコ地域コミュニティセンター
有島謝恩会館
福井地区コミュニティセンター（西富地区のみなさんが中心）

！？
こえ

声

※12月8日は西富地区町民センターが改修中のため、福井地区コミュニティセンターで行います

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

町の取り組みやお知らせを紹介するページです
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い
つ
で
も
ど
う
ぞ
！

  

私
の
意
見
•ま
ち
づ
く
り

  

広
聴
箱
•ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

  

問
い
合
わ
せ

　

町
長
室
や
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

に
行
く
時
間
が
な
い
。
そ
ん
な
人

は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
手
紙
・
広
聴

箱
へ
の
投
書
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
・
「
私
の
意

見
」
の
用
紙
な
ど
を
利
用
し
て
、

気
軽
に
ご
意
見
を
く
だ
さ
い
。
寄

せ
ら
れ
た
ご
意
見
に
は
記
名
が
あ

る
限
り
お
答
え
し
ま
す
。
ま
た
、

町
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た

ほ
う
が
い
い
内
容
の
も
の
は
、
広

報
誌
で
も
紹
介
し
ま
す
。

ニ
セ
コ
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://www.town.niseko.lg.jp/

ま
ち
づ
く
り
広
聴
箱
設
置
場
所

役
場
、
町
民
セ
ン
タ
ー
、
綺
羅
乃

湯
、
あ
そ
ぶ
っ
く

　

役
場
で
は
み
な
さ
ん
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
見
や
要

望
、
疑
問
、
提
案
な
ど
を
待
っ
て

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
方
法
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。
ニ
セ
コ
町
に
対

す
る
あ
な
た
の
思
い
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

  

出
前
ま
ち
づ
く
り

  

懇
談
会
も
あ
り
ま
す

　

サ
ー
ク
ル
活
動
や
総
会
、
会

合
、
町
内
会
の
集
ま
り
、
社
員
の

懇
談
の
場
な
ど
、
み
な
さ
ん
が
集

ま
る
機
会
に
町
長
が
お
邪
魔
し
て

懇
談
を
し
ま
す
。
同
じ
趣
味
を
持

つ
仲
間
同
士
な
ど
、
話
し
や
す
い

環
境
で
町
長
と
気
軽
に
懇
談
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
日
時
な
ど
指
定

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
広
報
広
聴

係
ま
で
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば

町
長
と
の
日
程
調
整
を
行
い
ま

す
。

  

ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
を

  

利
用
し
て
く
だ
さ
い

　
 

お
お
む
ね
５
人
以
上
の
人
が
集

ま
り
ま
し
た
ら
町
長
が
、
ご
希
望

の
場
所
に
出
向
き
、
お
話
を
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
各
課
長
や
担
当
者

の
専
門
的
な
話
が
聞
き
た
い
と
い

う
場
合
も
利
用
で
き
ま
す
。
希
望

の
あ
る
人
は
日
程
調
整
の
た
め
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
適
当
な

会
場
が
な
い
場
合
は
こ
ち
ら
で
用

意
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
企
画
環
境
課
広
報

　

広
聴
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　

FAX
0
1
3
6
-44
-3
5
0
0

　
　
　
　

担
当
＝
大
野
・
四
條

  

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

  

こ
ん
に
ち
は（
お
ば
ん
で
す
）

  

町
長
室

　

役
場
や
町
長
室
は
も
と
も
と
、

私
た
ち
町
民
の
た
め
の
も
の
。
自

由
に
訪
ね
て
い
い
は
ず
な
の
に

「
役
場
に
は
入
り
づ
ら
い
」
。
そ

ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
人
は
、

こ
の
日
を
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
用
事
が
な
く
て
も
、
町
長
室

を
見
て
み
た
い
で
も
、
何
で
も
結

構
で
す
。
こ
の
日
は
町
長
が
お
一

人
お
一
人
と
お
話
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
お
話
の
時
間
は
お
お
む

ね
20
分
で
す
。

　

毎
月
「
こ
ん
に
ち
は
」（
昼
）
と

「
お
ば
ん
で
す
」（
夜
）を
交
互
に
開

催
し
て
い
ま
す
。申
し
込
み
は
特

に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
待
た

せ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
事

前
に
連
絡
を
い
た
だ
け
る
と
便
利

で
す
。

　

日
程
は
広
報
ニ
セ
コ
『
ま
ち
の

カ
レ
ン
ダ
ー
』
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

まちづくり情報室
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ま
ち
の
話
題

町長に報告にきたサッカー少年団のみなさん

ニセコ町の子どもが大健闘
サッカー少年団・野球少年団の活躍
　サッカー少年団が、トラック協会
杯第31回全道U-11小樽地区予選会
で優勝しました。9月14日～16日に
は札幌市で行われた全道大会に出場
し、決勝には進出できませんでした
が、予選リーグで勝利を挙げるなど
大健闘しました。
　野球少年団は、第42回羊蹄山麓少
年野球大会で準優勝、新人野球大会
では、見事に優勝しました。

３年生の制作した壁新聞は細部までこだわっています ステージ上ではコントやダンスが盛りだくさん

お菓子をくれなきゃいたずらするぞ
ニセコハロウィン2019

　10月5日にニセコ中央倉庫群で、今年で12回目となる
ニセコハロウィンが開催されました。メイン会場の芝生
広場ではコスチュームコンテストやお菓子まきが、1号倉
庫ではフェイスペイントなどが行われました。
　中央地区のお店や事業所をめぐる「トリック・オア・
トリート」では、童話に出てくるキャラクターやお化け
の格好をした子どもたちが、お菓子をもらって回りまし
た。コスチュームコンテストには約40組が参加し、家族
でアニメのキャラクターになりきってポーズをとる様子
もみられました。お母さんが5日かけて手作りした力作の
衣装など、創意工夫とアイデアあふれる衣装が多く、会
場は大いに盛り上がりました。

　9月28日にニセコ中学校で文化祭が行われ、壁新聞、プラカード、合唱コン
クールなどが一般公開されました。今年の文化祭テーマは「Popcorn～思いっ
きり弾けよう～」で、音楽部の発表や学年ステージ発表では、体育館を広く
使って、生徒たちが楽しそうに参加していました。
　廊下には文化祭テーマと各学年のテーマに沿って制作した壁新聞、プラカー
ドコンクールに出品された作品が展示されていました。このほか、この半年で
作り上げた美術作品や学んできたことをまとめたレポートなども掲示されまし
た。どれも素敵な作品ばかりでした。
　合唱コンクールでは生徒全員が声を合わせた歌声が響き、来場した保護者か
らは大きな拍手が送られました。

どの作品も力作ぞろい
ニセコ中学校文化祭

友達と一緒にステージにたったよ

お菓子をたくさんもらったよ

家族で「アラジン」に大変身！

MY TOWN 
HOT NEWS

みなさんの地域や職場の話題などありましたら、
広報担当（℡.0136-44-2121）までお気軽に
ご連絡ください。
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もしも町に地域エネルギー会社ができたなら
第183回まちづくり町民講座

　10月7日に町民センターで、一般
社団法人クラブヴォーバンの村上敦
さんを講師に迎え、町民講座を開催
しました。今年度から始まった5年
間の第2次環境モデル都市アクショ
ンプランでは、「地域エネルギー会
社」の設立を位置付けています。そ
こで、今回は村上さんから地域エネ
ルギー会社の意義や可能性などをド
イツの「シェーナウ」の取り組みを
交えて解説していただきました。
　当日は約30人の参加があり、ドイ
ツと日本の市民運動や都市計画の違
いなどについて意見交換がなされま
した。

ニセコの自然を感じながら走ります勢いよくスタートしました100歳を迎えた高木美枝さん（左）と二瓶タマさん（右）

これからもお元気で
100歳記念品贈呈

　デイサービスセンターに通う高木
美枝さんと二瓶タマさんが今年度で
100歳を迎え、ご長寿のお祝いとし
てデイサービスセンターを会場に、
内閣総理大臣から2人に賞状と記念
品が送られました。
　この日はちょうど高木美枝さんの
誕生日でもあり、デイサービスセン
ターでは、お二人と二つのお祝いを
しました。

　今年で37回目となるニセコマラソンフェスティバルが9月15日に行われ、全
国各地から集まった選手が、ニセコの秋景色の中を駆け抜けました。今年のエ
ントリー数は1,569人です。
　小雨が降る中、選手はハーフ、10km、3km、ファンランの種目ごとに会場
の陸上競技場をスタートしました。変わりやすい秋の天気らしくスタート後す
ぐに晴れ間が出てきて、選手のみなさんは有島記念館やオレンジのカボチャが
飾られた綺羅街道を走りました。
　高低差のある難しい山道のコースもありましたが、ロードペインティングに
よる応援メッセージや沿道の声援を受けながら、選手たちは一生懸命にゴール
を目指しました。

町のSDGs政策への期待の声も聞かれました

続）みんなで考える地域運営セミナー
第182回まちづくり町民講座

　昨年に引き続き、明治大学農学部
の小田切徳美教授を講師に迎え、9
月19日に中央倉庫群旧でんぷん工場
で、地域運営に関する町民講座を開
催しました。講師から関係人口や移
住に至るまでの段階についての講演
を聞いたあと、約30人の参加者が4
グループにわかれ、この5年ほどの
町の変化、町を良くするために何が
できるかについてワークショップを
行いました。
　どのグループからもニセコ町はさ
まざまなバックグラウンドを持つ人
が住んでいて多様性があることを評
価する意見が出されました。

ドイツでは「温暖化」ではなく「気候危機」という言葉を使いますご尽力いただいたみなさんに町長から感謝状を手渡しました

蒸気機関車の汽笛を鳴らす体験も
鉄道遺産に関する式典・講演会

　有島記念館では、10月6日に蒸気
機関車「9643」上屋・転車台修復完
成式典を開催しました。「9643」は、
有志の力添えで約2年前にサッポロ
ファクトリーから移設され、このた
び修復作業によって汽笛やライトが
可動する状態になりました。関係者
との除幕式の後には、約40人の参加
者が、運転室に入って汽笛を鳴らし
たり、実際に転車台を動かす体験を
行いました。同時にニセコ中央倉庫
群1号倉庫では、元JR北海道苗穂工
場長の佐藤巌さんと浦幌町立博物館
の持田誠学芸員から、鉄道について
の講演が行われました。

秋のニセコを駆け抜ける
ニセコマラソンフェスティバル

とくみ

いわお
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微生物の働きで水がきれいに
近藤小学校浄化槽学習

　9月13日に近藤小学校で、公益社
団法人北海道浄化槽協会による浄化
槽学習会が行われました。はじめに
みんなで日常生活でどんなことに水
を使うか意見を出し合い、浄化槽協
会職員の立会いの下、小学校と教頭
先生の自宅のマンホールを開け、浄
化槽を見学しました。児童は、浄化
槽から採取した水の中の微生物を顕
微鏡で観察し、微生物の働きで水が
きれいになることを学びました。
　最後に、微生物がよく働くように
強い洗剤を使いすぎないことや水を
大事に使うことを確認して学習会を
終えました。

松本監督（右）「今度は喜劇映画を作りたい」 お芝居ワークショップでは、相手の動きを真似る練習をしましたアンコールは６人全員での演奏です

秋の有島記念館コンサート
静かな音色を秋風にのせて
　有島記念館では、9月21日に「ア
ンサンブル パシフィックノース」の
みなさんをお迎えして、コンサート
を開催しました。
　「アンサンブル パシフィックノー
ス」は6人組のユニットで、全員が
親子や夫婦などの家族で結成されて
います。近しい関係だからこそでき
る息の合った演奏に、来場者は聴き
入っていました。

　町では、9月28日・29日にニセコ中央倉庫群1号倉庫で「single mom 優しい
家族。」の特別上映会を行いました。この映画は、2017年に全編ニセコ町で
撮影されたものです。
　上映会に合わせて、倉庫群では子ども向けの縁日やボルダリングウォールが
用意されました。また、この映画祭のテーマである「子育てママ・パパを応
援」するため「子育てに関する支援情報コーナー」や、いらなくなった服やお
もちゃを譲り合う「おさがりブース」も設けられました。
　上映会では、映画の監督を務めた松本和巳さんをお招きし、小中学生向けの
芝居ワークショップを開催したり、映画の細かな設定や撮影時の出演者の様子
などをお話ししていただくトークショーを行いました。

倉庫deシネマ特別上映会
「single mom 優しい家族。」ミニ映画祭

ジャパンタイムスのホームページに詳細が掲載されています

ニセコ町の取り組みに高い評価
ジャパンタイムス最優秀賞受賞
　英字で世界に日本の情報を配信し
ている「ジャパンタイムス」が、
「第1回SATOYAMA&ESGアワード
2019」を開催し、ニセコ町が
SATOYAMA大賞に輝きました。
　SATOYAMA部門の審査員は日本
総研の藻谷浩介さんなど3人が務め、
「里山や里海の資源、資産を活用し、
地域で循環する経済の確立に寄与」
しているか、またその取り組みが
「持続可能なのか」が審査されまし
た。
　9月6日の表彰式では、ESG部門と
あわせて、ニセコ町を含む7個人・
団体が受賞しました。

微生物の世界にも共生や食物連鎖など生態系がありますデザートはミルク工房のプリン

地元のおいしい食材に感謝
羊蹄山ろく愛食デー

　9月26日にニセコ町を含む羊蹄山ろ
く7町村が協力し、「羊蹄山ろく愛食
デー」を行いました。この取り組みは、
羊蹄山ろくでとれる食材のおいしさや
を子どもたちに知ってもらうことを目
的にしており、羊蹄山ろくでとれる食
材を使って7町村で同じ給食メニュー
が提供されます。
　この日の給食では、ルスツ豚と羊蹄
山ろく産のじゃがいも、人参、玉ねぎ
を使用したカレーがふるまわれました。
カレーは児童たちにとても好評で、お
かわりする子が続出しました。ニセコ
小学校４年生の教室では、栄養士によ
る講話も行われました。

（写真提供：ジャパンタイムス）

かずみ
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ニセコ高校に来てみない？
ニセコ高校一日体験入学

　ニセコ高校では、10月11日に一日
体験入学を行い、ニセコ町のほか札
幌や函館から合計40人の中学3年生
が参加しました。
　中学生たちは、進路によって農業
科学コースと観光リゾートコースに
分かれる授業カリキュラムの説明を
受けた後、高校の畑で農業科学コー
スの高校生と一緒にさつまいも堀り
体験をしました。また、観光リゾー
トコースの高校生からはテーブルマ
ナーのナプキンの折り方を教えても
らいました。
　最初は緊張した様子だった中学生
も、少しずつ打ち解けていきました。

タオルなどで口と鼻を押さえることも大事です

おさない・かけない・しゃべらない
第4回少年消防クラブ学習会
　10月12日に第4回ニセコ町少年消
防クラブ学習会が行われました。
　クラブ員たちは、地震が発生した
時は無理にコンロの火を消さずに机
の下に隠れること、火災の時は煙を
吸わないように身を低くして素早く
避難することなどを学びました。
　訓練用のスモークを焚いて実際に
避難訓練を行い、クラブ員たちは災
害時の避難方法を身に付けました。

駅前をいつも華やかな花で飾っていただきありがとうございます

駅周辺の美化活動をたたえて
JR北海道から感謝状受賞

　10月10日に、ニセコ駅舎内で茶房
ヌプリを営む松田保さん、裕子さん
夫妻に、JR北海道から社長賞が贈ら
れました。
　これはJR北海道が、10月14日の
「鉄道の日」に合わせて毎年行って
いるもので、今年は松田さん夫妻に
よる長年のニセコ駅周辺を花で飾る
などの美化活動など3個人・団体を
表彰しました。

みんなで道路をきれいにしました

冬になる前にまちをきれいに
秋のクリーン作戦

　町では、町民のみなさんや各種団
体の協力のもと、幹線道路のゴミを
拾う「クリーン作戦」を10月2日に
行いました。
　クリーン作戦は春にも行ったので
すが、道路にはタバコや空き缶など
のゴミがポイ捨てされていました。
　紅葉のシーズンにニセコに訪れる
人にきれいな景色を見てもらうため
に、ゴミのポイ捨てはやめましょう。

将来自分で収穫したブドウで造ったワインで乾杯できたら素敵ですね

二十歳になったらおいしいワインを
ニセコ高校生がブドウ収穫体験
　10月10日に字近藤のニセコワイナ
リーで、ニセコ高校農業科学コース
の2年生17人が、ブドウ収穫の農業
実習を行いました。
　ニセコワイナリーは2008年から有
機栽培でワイン用ブドウを育て、
2017年からはスパークリングワイン
を自社で醸造しています。ニセコ高
校では、以前は余市で果樹実習を
行っていましたが、2015年からはニ
セコワイナリーで行うことができる
ようになりました。
　今回は今の高校3年生が1年生の時
に植栽したブドウ苗木を、2年生が
収穫しました。

来年の入学が楽しみですね訓練でも真剣に取り組みます

いいね！で確認、火の用心
消防パレード・秋季招集訓練
　秋の火災予防運動期間が始まり、
消防署ニセコ支署では、10月15日に
消防車によるパレードで火事への注
意を促しました。
　消防車で町内を周り、火災予防を
呼びかけたあと、消防署前で幼児向
けの火災予防風船を配りました。ま
た、ようてい農協の雪利用米殻貯蔵
庫（字里見）では模擬火災訓練を行
いました。倉庫での火災を想定した
放水訓練では、消防団員39人、消防
職員16人が参加しました。
　ストーブなどの暖房機器を使い始
めるこの時期は、火事が発生しやす
くなっています。ご注意ください。
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域のみなさん、ニセコ高校産の野菜や
花、ドライフラワーを購入していただい
たお客さま、ありがとうございました。
　11月21日（木）の午前9時から町民セ
ンターで校内実績発表大会を行いま
す。町の農業や観光に関わるプロジェ
クト活動を発表する場となります。たく
さんのご来場をお待ちしております。

　10月19日（土）に町民センターで、ニ
セコ産業まつりが開催されました。ニ
セコ高校からは、サツマイモやカボチャ
などの野菜や花を販売しました。また、
ドライフラワーアレンジメント体験も
行いました。お客さまからは「ニセコ高
校の野菜は安くて美味しい」や「毎年、
ニセコ高校のドライフラワーアレンジ
メントを楽しみにしている」という声を
いただき、学校で学んできたことを活
かすことができて、とても嬉しかったで
す。当日は、地域のみなさんとお話をし
ながら接客をすることができ、私たち
にとって有意義な時間を過ごすことが
できました。足を運んでいただいた地
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ニセコ産業まつりに参加して

２年　会計　松本　朱羽
ニセコ
短
歌
会

ニセコ
俳
句
会

みんなの
ページ

企画環境課広報広聴係まで
TEL.44-2121 FAX.44-3500

町民みなさんの参加
ページです

お便りをお待ちして
います！

C U L T U R E

町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
活
動
中
！！

ニセコ

vol.44

通
信ふぁん

ニセコ
通
信ふぁん

町民による町民のためのコーナー
あなたもレポーター活動をして
みませんか？みなさんの参加を
お待ちしています

今月のレポーターは「水町由里子」さんです。
東山でペンションルポーゼを経営。息子さん
はプロゴルファーとして活躍中。

まつもと　   　　  しゅう
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INFORMATION

No.200

学習交流センター　あそぶっく
■開館時間／午前10時～午後6時
■休館日／月曜日・最終金曜日・祝日・年末年始
TEL.0136-43-2155　FAX.0136-43-2156
http://asobook.sakura.ne.jp/

あそぶっく講座「村上春樹の世界」
　100万部ものベストセラーを生み出す作家村上春樹さん
の本について、さまざまな角度から講師の横田ていいちさん
よりお話していただきます。どうぞお気軽にお越しください。
　◆日時／11月9日（土）　午後1時30分
　◆場所／あそぶっくコミュニティールーム
　◆出演／横田ていいちさん（室蘭文学館・理事・相談役）
　◆入場料／無料

あそぶっく趣味の教室
「クリスマスリースづくり」
　ドライフラワーを使って、クリスマスリースを作ります。ポ
スターやあそぶっくのホームページにリースの見本写真を
掲載しました。また館内でも実物の見本を展示しますので、
参加希望の人はご確認ください。
　◆日時／11月21日（木）　午前10時～正午
　◆場所／あそぶっくコミュニティルーム
　◆講師／桑添のぞみさん
　◆費用／2,000円
　◆持ち物／完成したリースを持ち帰る袋
　◆対象／中学生以上
　◆定員／12人（定員となり次第、締め切りとさせていただ
　　　　　きます）
※託児を希望される人は、事前にあそぶっく事務局まで　
　ご連絡ください

10/26～11/28
「手芸」特集
　これからの季節にピッタリな、編み物や刺しゅう
などおうちでできる手芸の本を紹介します。

11/1～11/14　つまみ細工／佐藤布美香さん
11/15～11/30　手芸／手芸の会

『徹底的に考えてリノベをしたら、
みんなに伝えたくなった50のこと』
　　　　　　　　　　　　ちきりん 著　（ダイヤモンド社）
　社会派ブロガーのちきりんさんが、自宅マンションをリノ
ベーションしたことで得た、
リノベ前に絶対に理解して
おくべき大切な知識やリア
ルな経験談、ビフォーアフ
ター写真を「徹底的な消費
者目線」で紹介しています。
著者のとことん自分で考え
る姿勢から生み出された見
解はリノベーションビジネ
スを展開する会社側にとっ
ても一読の価値があります。

夜あそぶっく
あそぶっく音楽隊による、年に一度の
定期演奏会を楽しみました

魔法のじゅうたん
講師をお招きして、「アイヌの神話」をお
聞きしました

お知らせ 展　示

おすすめ本 紹介

本の
展示

趣味の
展示

着 本 紹 介新

これで安心！働きながら介護する
プラスチックの現実と未来へのアイデア
王家の遺伝子

川上由里子
高田秀重
石浦章一

笑いあり、しみじみあり シルバー川柳  こんにちは令和編

命あれば
土に贖（あがな）う

みやぎシルバーネット（編集）

瀬戸内寂聴
河崎秋子

「ハッピーな部活」のつくり方
月の光を飲んだ少女
おやさいしろくま

中澤篤史、内田良
ケリー・バーンヒル
柴田ケイコ

新着本はこのほかにもたくさんあります。あそぶっくでご覧ください。

実用書 読み物 児童書・絵本
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子育てトピックス

お知らせ

　子どもたちに暖かい毛糸のマフラーや
手袋を編んでみませんか。
　◆日時／11月13日（水）、22日（金）
　　　　　午前10時～午前11時30分
　◆場所／町民センター
　◆申込期限／11月7日（木）
※託児あります

　ニセコ消防の職員による救急講座を行います。とっさ
の時の救急対応について、心肺蘇生法などを勉強しま
しょう。
　◆日時／11月25日（月）　午前10時～午前11時30分
　◆場所／町民センター
　◆申込期限／11月18日（月）
※託児あります

〈このページに関する問合せ〉
ニセコ町幼児センター「きらっと」▶担当／青木・佐藤
TEL.(代表)0136-44-2700　FAX.0136-44-2725

　おひさまにこにこ相談（保健師相談）を下記の日程で
行います。子どもの発達や予防接種、離乳食のことなど、
子育ての悩みや疑問を相談してみませんか。
　また、初妊婦で乳幼児に触れてみたい人や「おひさま」
を見学してみたい人も、ぜひ足を運んでみてください。
　◆日時／11月29日（金）　午前10時～
　◆場所／子育て支援センター「おひさま」

「おひさま」とは…親子で気軽に遊べて、友だち同士、悩みなど相談できるふれあいの場所です。（幼児センター内）

このコーナーでは、子育てに関する
さまざまな活動や情報をご紹介します！
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ク
ス
し
た
後
、

歌
や
よ
さ
こ
い
を
披
露
し「
孫
が

小
さ
い
時
を
思
い
だ
し
て
う
れ

し
か
っ
た
」な
ど
う
れ
し
い
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
当
日
1
0
0
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
た
人
が
い
て
み

ん
な
で
拍
手
を
し
て
お
祝
い
し

ま
し
た
。

子
ど
も
の
気
持
ち
、

親
の
気
持
ち
、

絵
本
の
気
持
ち

　
札
幌
第
一
子
ど
も
の
友
社
代
表

取
締
役
の
藤
田
春
義
さ
ん
の
講
演

を
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
子
ど
も
は
、目
を
合
わ
せ
る
こ

と
、語
り
か
け
る
こ
と
、触
れ
る
こ

と
で
安
心
し
て
育
つ
そ
う
で
す
。特

に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
、親
子
で

肌
を
触
れ
合
わ
せ
、顔
を
見
て
笑
い

か
け
喜
怒
哀
楽
を
見
せ
て
時
間
を

共
に
過
ご
す
の
に
、と
て
も
良
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
は「
絵
本
の

大
切
さ
、子
ど
も
の
目
を
見
て
話
し

か
け
る
こ
と
な
ど
と
て
も
参
考
に

な
り
良
か
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、と
て
も
好
評
で
し
た
。

絵本の読み聞かせ、勉強になりました

幼
児

セ
ン
タ
ー

お
ひ
さ
ま

にらめっこでおもわず笑っちゃった

子育て
講座

編み物教室

救急講座

「おひさま」にこにこ相談
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み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

こみゅにてぃ~

こんにちは

赤ちゃん

ごめいふくを
おいのり
します

ご結婚
おめでとう
ございます

11月生まれ
1歳の写真

伊藤学芸員の
こんにちは

有島記念館
ですです

住民係窓口受付分

伊藤学芸員

有島記念館
TEL.0136-44-3245

　

ニ
セ
コ
の
鉄
道
遺
産
を
考
え
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
昭
和
10
年
代

か
ら
20
年
代
に
か
け
て
、
ニ
セ
コ
か
ら

真
狩
ま
で
を
結
ん
で
い
た
「
簡
易
軌
道

真
狩
線
」
。
簡
易
軌
道
の
歴
史
を
残
す

取
り
組
み
を
す
る
釧
路
市
立
博
物
館
か

ら
石
川
孝
織
学
芸
員
に
来
町
い
た
だ
き
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
（
９
月
28

日
）
。
石
川
さ
ん
は
、
北
海
道
の
開
拓

と
鉄
道
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、

鉄
道
の
歴
史
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
は
地

域
の
歴
史
や
文
化
を
知
る
手
が
か
り
と

な
る
こ
と
な
ど
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
10
月
６
日
に
は
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

ニ
セ
コ
中
央
倉
庫
群
横
に
保
存
さ
れ
て

い
る
蒸
気
機
関
車
「
9
6
4
3
」
の
上

屋
完
成
と
旧
新
得
機
関
区
転
車
台
修
復

を
記
念
し
た
お
披
露
目
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
除
幕
式
の
あ
と
、
汽
笛
を
鳴
ら

す
体
験
や

転
車
台
に

乗
っ
て
も

ら
い
回
転

さ
せ
る
な

ど
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
大

人
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

な
お
大
正
時
代
、
こ
の
力
持
ち
の
機
関

車
と
同
じ
形
式
が
北
海
道
で
初
め
て
使

わ
れ
た
の
は
、
急
こ
う
配
が
連
続
す
る

函
館
本
線
の
小
樽
と
長
万
部
の
間
（
山

線
）
で
し
た
。

　

隣
接
し
た
１
号
倉
庫
内
で
は
、
鉄
道

模
型
運
転
体
験
会
や
実
際
の
鉄
道
車
両

の
運
転
台
に
座
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど

も
た
ち
に
大
変
好
評
で
し
た
。
同
時
に
、

ニ
セ
コ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
設
計
を
担
当

さ
れ
た
佐
藤
巌
さ
ん
か
ら
、
同
車
を
作

る
時
の
思
い
出
や
ご
苦
労
話
を
、
浦
幌

vol.
25

町
立
博
物
館
の
持
田
誠
学
芸
員
か
ら
は
、

博
物
館
施
設
が
地
域
の
鉄
道
資
料
を
残

す
意
義
や
ニ
セ
コ
町
の
鉄
道
遺
産
の
将

来
像
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
島
記
念
館
で
は
、
簡
易
軌
道
に
関
す

る
パ
ネ
ル
展
や
函
館
本
線
山
線
の
歴
史

を
振
り
返
る
写
真
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
簡
易
軌
道
に
乗
っ
た
体
験
談

や
写
真
を
お
持
ち
の
人
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
有
島
記
念
館
ま
で
情
報

提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
内
を
は
じ
め
、
全
国
の
み
な
さ
ん

か
ら
多
く
の
ご
支
援
を
賜
り
、
ニ
セ
コ

エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
里
帰
り
が
現
実
の
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
里
帰
り
時
期
に
つ

い
て
は
当
初
、
秋
口
を
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
き
れ
い
に
里
帰
り

す
る
た
め
の
塗
装
な
ど
の
都
合
か
ら
、

来
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
時
期
と

な
り
ま
し
た
。

　

場
所
に
つ
い
て
は
、
上
記
転
車
台
付

近
で
調
整
を
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
保

存
す
る
こ
と
で
、
鉄
道
遺
産
の
集
積
地

と
な
る
と
と
も
に
、
鉄
道
と
密
接
な
関

係
の
あ
っ
た
ニ
セ
コ
中
央
倉
庫
群
と
連

携
し
て
い
き
な
が
ら
鉄
道
や
地
域
の
歴

史
を
学
べ
る
場
と
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

「
ニ
セ
コ
の
鉄
道
遺
産
を
考
え
る
」

を
開
催
し
ま
し
た

ニ
セ
コ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

里
帰
り
に
つ
い
て

た
か
お
り

い
わ
お
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く
ら
し
の
情
報

ニ
セ
コ
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
情
報

　
★
来
年
１
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

上
下
水
道
使
用
料
改
定

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
、
将
来
に

向
け
て
水
道
施
設
を
使
い
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
水
道
事
業
の
あ

り
方
や
料
金
に
つ
い
て
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現

在
の
料
金
で
は
水
道
施
設
の
維

持
管
理
経
費
す
ら
ま
か
な
う
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か

と
な
り
、
今
年
３
月
の
定
例
議

会
で
上
下
水
道
料
金
改
定
の
提

案
を
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
料
金
表
は
、
来
年
１

月
請
求
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

  

料
金
改
定
の
ポ
イ
ン
ト

１
．
基
本
水
量
が
こ
れ
ま
で
の

　

月
10
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
月

　

６
立
方
メ
ー
ト
ル
に
変
更

２
．
こ
れ
ま
で
の
用
途
ご
と
の

　

料
金
区
分
か
ら
水
道
メ
ー

　

タ
ー
口
径
ご
と
の
料
金
区
分

　

に
変
更

  「
営
農
用
」「
臨
時
用
」の

  

利
用
者
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

料
金
改
定
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
の
営
農
用
や
臨
時
用
な
ど
の

用
途
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

〇
営
農
用
を
使
用
し
て
い
る
人

　

現
在
、
営
農
用
の
用
途
を
利

用
さ
れ
て
い
る
人
は
、
新
し
い

料
金
表
で
は
超
過
料
金
が
上
が

る
た
め
、
営
農
用
を
利
用
さ
れ

て
い
る
人
に
は
、
段
階
的
に
超

過
料
金
を
上
げ
て
い
く
た
め
、

『
個
別
需
給
給
水
契
約
』
の
申

し
込
み
案
内
を
今
年
の
８
月
に

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
申
込
書
を
提
出
し
て
い

お
知
ら
せ

な
い
人
は
早
急
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

〇
臨
時
用
を
使
用
し
て
い
る
人

　

臨
時
用
を
使
用
し
て
い
る
人

は
、
来
年
４
月
か
ら
基
本
料
金

が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
臨
時
用
を
利
用
さ
れ
て

い
る
人
は
、
新
た
に
設
け
た

『
季
節
用
』
へ
の
変
更
を
さ
れ

る
か
、
一
般
用
と
し
て
使
用
す

る
場
合
は
、
使
い
始
め
の
開
始

手
続
き
や
使
わ
な
い
期
間
の
中

止
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
上
下
水
道
課
維
持

　

係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　
　
　
　

   

担
当
＝
重
森

表1　水道料金表（1か月につき）

表2　下水道利用料（1か月につき）

用 途 最短使用期間基本料金 超過料金

普通用

普通用

季節用

季節用

工事用

基本水量

水 量 料 金

メーター口径 金 額 金額（1㎥増毎に）

用 途 最短使用期間基本料金 超過料金
金額（1㎥増毎に）

6㎥まで／月

6㎥まで／月

20㎥まで／年

20㎥まで／年

1㎥まで

13ｍｍ
20ｍｍ
25ｍｍ
30ｍｍ
40ｍｍ
50ｍｍ以上

1,650円

1,650円
9,900円

1,650円
1,780円 150円

150円
300円

300円

620円

0.5か月

0.5か月

6か月

6か月

3,850円
6,080円
11,200円
9,900円

※検針・請求は２か月ごとに行うため、１回の基本水量・金額は上記表記の倍になります

※検針・請求は２か月ごとに行うため、１回の基本水量・金額は上記表記の倍になります
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く
ら
し
の
情
報

くらしのお 悩み
解決します！

市毛弁護士の

ニ
セ
コ
小
学
校
地
域
参
観
日

に
お
越
し
く
だ
さ
い

　

ニ
セ
コ
小
学
校
の
学
校
生
活

を
保
護
者
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
の
み
な
さ
ん
に
も
見
て
も
ら

う
地
域
参
観
日
を
行
い
ま
す
。

　

1
・
2
年
生
は
来
校
者
を
楽

し
ま
せ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
、

3
年
生
か
ら
6
年
生
は
各
教
科

の
授
業
公
開
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
高
学
年
を
対
象
と

し
た
、
ス
マ
ホ
安
全
教
室
も
行

わ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
子
ど
も
た
ち
の
い
き

い
き
と
し
た
学
習
活
動
を
ご
覧

に
ニ
セ
コ
小
学
校
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
20
日
（水）

　

1
・
2
年
生
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

　

バ
ル
:午
前
9
時
30
分
〜
午

　

前
11
時

　

3
〜
6
年
生
の
授
業
公
開
:

　

午
前
10
時
〜
午
後
0
時
5
分

　

ス
マ
ホ
安
全
教
室
:午
前
11

　

時
20
分
〜
午
後
0
時
5
分

■
場
所
／
ニ
セ
コ
小
学
校

■
そ
の
他
／
上
履
き
を
持
参
し

　

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
ニ
セ
コ
小
学
校

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
2
5
2

　
　
　
　
　
　
　

  

担
当
＝
岩
本

 11
月
は
、
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
で
す
！

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険

と
雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働

者
の
生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増

進
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

国
が
直
接
管
理
運
営
し
て
い
る

保
険
で
す
。農
林
水
産
業
の
一

部
を
除
き
、
労
働
者
を
一
人
で

も
雇
用
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
「
未
手
続

事
業
の
一
掃
」
を
年
間
を
通
じ

た
主
要
課
題
と
位
置
づ
け
た
上

で
、
11
月
を
「
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
」
と
し
、
集
中

的
に
広
報
活
動
を
展
開
し
、
労

働
保
険
制
度
の
よ
り
一
層
の
理

解
、
周
知
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る

職
場
と
な
る
よ
う
、
ま
だ
労
働

保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
事
業

主
は
、
速
や
か
に
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
ま
た
は
公
共
職

業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
厚
生
労
働
省
北
海

　

道
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

　

徴
収
課

　

℡
0
1
1
-7
0
9
-2
3
1
1

　

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準

　

監
督
署
・
公
共
職
業
安
定
所

　
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診
結
果

　

９
月
９
日
（月）
に
実
施
し
ま
し

た
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診
は
、

68
人
の
受
診
が
あ
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
全
員
異
常
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
ご
安
心
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
／
保
健
福
祉
課
健
康

　

づ
く
り
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　

    

担
当
＝
上
仙
、黒
萩

 

●今月のテーマ

同一労働同一賃金

　今般、70年ぶりに労働法の大改革があり、労働時間
に関する規制が見直されるとともに、正規・非正規労働
者間の待遇格差を是正するための法律も整備されるこ
ととなりました。いわゆる「働き方改革」です。
　これにより、非正規労働者、すなわちパートタイム労
働者や有期雇用労働者、派遣労働者と、正規雇用労働
者との不合理な待遇の相違は禁止されます。同じ仕事
をしている労働者は、基本給、賞与、諸手当、福利厚生な
ど、全ての待遇を同じにしなければなりません。また、非
正規労働者であることを理由とする差別的取り扱いも
禁止されます。
　もちろん、当該待遇の性質、目的に照らして、待遇の
相違が合理的なものであれば、待遇に差をつけることも
認められますが、待遇の相違が不合理とされれば、遡っ
て差額を支払わなければなりません。事業主は、労働者
から説明を求められたときには、待遇の相違の内容お
よびその理由を説明する義務を負います。
　大改革ですので、施行されるまで（令和2年《2020年》
4月1日、中小事業主は令和3年《2021年》4月1日）の間
にきちんと準備しておくことが必要です。

パークフロント法律事務所ニセコ事務所
ニセコ町字本通141番地
℡ 0136-44-3800  FAX.0136-44-3801

年金だより

　控除の対象となるのは、平成31年（2019年）1月から令
和元年（2019年）12月までに納められた保険料の全額で
す。過去の年度分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご家族（お
子さんなど）の負担すべき国民年金保険料を支払っている
場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　平成31年（2019年）1月1日から令和元年（2019年）9月
30日までの間に国民年金保険料を納付された人には11月
上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が送られますので、年末調整や確定申告を行
う際には必ずこの証明書または領収書を添付してください。

納めた国民年金保険料は全額が
社会保険料控除の対象です！

■問合せ／年金ダイヤル　　　　℡ 0570-05-1165
　　　　　町民生活課住民係　　℡ 0136-44-2121
　　　　　　　　　　　　　　　  担当＝樋口・山口
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高
齢
者
の
住
宅
前
の
除
雪
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　

町
で
は
高
齢
者
世
帯
を
対
象

に
、
住
宅
前
通
路
の
除
雪
を
除

雪
業
者
な
ど
に
依
頼
し
て
い
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

除
雪
費
の
助
成
を
受
け
る
た

め
に
は
、
来
年
3
月
27
日
ま
で

に
除
雪
契
約
書
と
領
収
書
を
添

え
て
保
健
福
祉
課
で
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

町
は
、
申
請
を
確
認
し
た
あ

と
、
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
へ

助
成
金
を
振
り
込
み
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
助
成
の
対
象
に

な
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
人

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者
／
町
内
に
住
所
が
あ

　

る
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

　

の
世
帯
で
、
世
帯
員
全
員
が

　

住
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

■
対
象
事
業
／
対
象
者
が
居
住

　

し
て
い
る
玄
関
ま
で
の
住
宅

　

前
通
路
の
除
雪
を
、
除
雪
業

　

者
な
ど
に
依
頼
し
て
い
る
も

　

の
（
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
、

　

家
の
周
り
の
排
雪
な
ど
の
費

　

用
は
対
象
外
で
す
）

■
助
成
額
／
契
約
額
が
5
万
円

　

を
超
え
た
場
合
の
み
、
超
え

　

た
金
額
の

　

3
分
の
2

　

を
助
成
し

　

ま
す
。
助

　

成
限
度
額

　

は
5
万
円

　

で
す
（
千

　

円
未
満
端

　

数
切
り
捨

　

て
）。

■
問
合
せ
／

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　

  

担
当
＝
亀
山
・
矢
野

「
綺
羅
乃
湯
」休
館
の
お
し
ら
せ

　

ニ
セ
コ
駅
前
温
泉 

綺
羅
乃
湯

は
、
改
修
お
よ
び
修
繕
工
事
の

た
め
下
記
の
日
程
で
休
館
い
た

し
ま
す
。

　

休
館
に
伴
い
、
町
内
に
お
住

ま
い
で
ご
自
宅
に
お
風
呂
が
な

く
、
交
通
手
段
な
ど
が
な
い
た

め
に
他
の
入
浴
施
設
へ
の
移
動

が
困
難
な
人
は
、
商
工
観
光
課

ま
た
は
綺
羅
乃
湯
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
営
業
再
開
の
日

程
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
再
度

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
み
な
さ
ま

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
改
修
工
事
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程
／
11
月
1
日
（金）
〜
12
月

　

中
旬
予
定

■
工
事
内
容
／

・
源
泉
を
く
み
上
げ
る
ポ
ン
プ

　

お
よ
び
関
連
機
器
の
設
置

・
L
P
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

　

シ
ョ
ン
（
熱
電
供
給
）
設
置

・
排
湯
槽
内
の
熱
交
換
器
設
置

・
研
修
室
お
よ
び
大
広
間
の
窓

　

断
熱
改
修

・
施
設
内
L
E
D
照
明
の
交
換

・
浴
室
お
よ
び
サ
ウ
ナ
内
の
木

　

部
の
交
換

・
換
気
フ
ァ
ン
の
交
換

■
問
合
せ
／
ニ
セ
コ
駅
前
温
泉 

　

綺
羅
乃
湯
（
第
2
・
4
水
曜

　

休
）

　

℡
0
1
3
6
-44
-1
1
0
0

　

ま
た
は
商
工
観
光
課
観
光
戦

　

略
推
進
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　

  
担
当
＝
三
橋
・
佐
々
木

★
大
切
に
使
用
し
ま
す

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備
品
」整
備

　

曽
我
親
交
会
で
は
、
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成

を
受
け
、
テ
ン
ト
や
発
電
機
、

除
雪
機
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
事
業
と
し
て
地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

の
た
め
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
親
交
会
が
行
う
お

祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
活
動
の
た
め
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
／
企
画
環
境
課
経
営

　

企
画
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　

  

担
当
＝
澤
田
・
齊
藤

第
８
回　

議
会
報
告
会
・

町
民
と
の
意
見
交
換
会 

　

ニ
セ
コ
町
議
会
で
は
、
町
民

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま

す
。
2
会
場
で
行
い
ま
す
が
、

ど
ち
ら
の
会
場
で
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
お
子
さ
ま
を
連
れ

て
の
参
加
も
大
丈
夫
で
す
。

■
日
に
ち
／
11
月
9
日
（土）

■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー
（
午

　

後
2
時
〜
午
後
3
時
30
分 

）
、

　

近
藤
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー
（
午
後
6
時
30
分
〜

　

午
後
8
時
）

■
問
合
せ
／
議
会
事
務
局

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　

  

担
当
＝
中
野
・
佐
竹

子
ど
も
を
健
や
か
に
育
む
た
め
に

　

「
し
つ
け
」
の
つ
も
り
で
し

た
こ
と
で
あ
っ
て
も
子
ど
も
が

深
く
傷
つ
い
た
り
、
親
を
恐
怖

に
感
じ
て
い
れ
ば
、
虐
待
で
す
。

虐
待
に
は
、
体
罰
や
暴
言
に
よ

る
身
体
的
お
よ
び
心
理
的
虐
待

の
ほ
か
に
、
性
的
虐
待
や
ネ
グ

レ
ク
ト
（
食
事
を
与
え
な
い
、

ひ
ど
く
不
潔
な
ま
ま
に
す
る
、

乳
幼
児
を
家
に
放
置
し
て
外
出

す
る
な
ど
）
も
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
も
泣
き
叫
ぶ
声
や
怒
鳴

り
声
が
す
る
、
子
ど
も
の
表
情

が
乏
し
い
、
子
ど
も
が
夜
中
に

一
人
で
家
の
外
に
い
る
の
を
見

か
け
る
な
ど
、
虐
待
か
も
と
気

づ
い
た
と
き
は
、
迷
わ
ず
児
童

相
談
所
や
役
場
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
子
育
て
を
つ

ら
く
感
じ
た
り
、
お
悩
み
が
あ

る
人
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず

に
周
囲
の
人
へ
相
談
す
る
な
ど

親
自
身
が
S
O
S
を
出
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
窓
口
／
児
童
相
談
所
全

　

国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
1
8
9
）

　

ま
た
は
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　

  

担
当
＝
亀
山
・
矢
野

例 （除雪費用が7万円の場合）
    （費用70，000円－50，000円）
　　　　　  ×2／3 ≒ 13,333円
　　　　助成額　13,000円
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防
災
ラ
ジ
オ
の
自
動
起
動
訓
練

　

町
で
は
、
国
の
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
J
‐
A
L
E
R
T

（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ

る
緊
急
地
震
速
報
訓
練
に
あ
わ

せ
て
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
自
動
起

動
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

町
の
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
国
か

ら
発
表
さ
れ
る
緊
急
情
報
を
町

民
の
み
な
さ
ん
に
い
ち
早
く
お

知
ら
せ
す
る
た
め
、
J
‐

A
L
E
R
T
と
連
動
し
て
防
災

ラ
ジ
オ
を
自
動
的
に
起
動
す
る

仕
組
み
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
時
刻
に
な
る
と
、
防
災

ラ
ジ
オ
か
ら
大
き
な
音
声
が
流

れ
ま
す
。
訓
練
で
す
の
で
、
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
訓
練
日
時
／
11
月
５
日
（火）　

　

午
前
10
時

■
問
合
せ
／
総
務
課
防
災
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　

担
当
＝
青
田
・
北
野
・
齊
藤

町
民
セ
ン
タ
ー
休
館
の

お
知
ら
せ

　

館
内
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
の
た

め
全
館
休
館
と
な
り
ま
す
。
み

な
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
7
日
（土）
〜
8
日

　

（日）
■
問
合
せ
／
ニ
セ
コ
町
商
工
会

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
2
1
4

　
　
　
　
　
　
　

  

担
当
＝
佐
竹

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
の
講
演
会

　

S
D
G
s
で
の
目
標
の
一
つ

で
も
あ
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
実
現
」
。
こ
の
機
会
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
11
月
17
日
（日）　

午
後

　

1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

■
講
師
／
林　

美
枝
子
さ
ん

　

（
日
本
医
療
大
学
教
授
）

■
主
催
・
問
合
せ
／
未
来
の
ニ

　

セ
コ
を
拓
く
会　

　

℡
0
1
3
6
-59
-2
8
2
2

　
　
　
　
　
　
　

  

担
当
＝
斉
藤

「
総
合
戦
略
」見
直
し
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
町
民
講
座

　

今
回
の
町
民
講
座
で
は
、
今

年
度
改
定
時
期
と
な
っ
て
い
る

自
治
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
と
新
た

見
直
し
案
（
骨
子
）
に
つ
い
て
、

説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
策
定
に

携
わ
っ
た
金
井
信
宏
さ
ん
を
お

招
き
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
見
直
し
内
容
に

つ
い
て
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
無
料
、
申
込
み
も
不
要

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
28
日
（木）　

午
後

　

6
時
〜
午
後
8
時

■
場
所
／
ニ
セ
コ
中
央
倉
庫
群

　

旧
で
ん
ぷ
ん
工
場

■
ゲ
ス
ト
／
金
井
信
宏
さ
ん

　

（
環
境
省
、
地
方
創
生
コ
ン

　

シ
ェ
ル
ジ
ュ
）

■
問
合
せ
／
企
画
環
境
課
自
治

　

創
生
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　

      

担
当
＝
川
埜
・
柏
木

　8月号ではSDGsの17個あるゴールの1つ目、貧困に
ついてでした。本号ではゴール2について解説します。

　ゴール2は「飢餓を終わらせ、食料安全保
障および栄養改善を実現し、持続可能な農
業を促進する」です。世界では未だに8億人

近くが慢性的な栄養不足の状態にあります。世界の人
口が一日につき約23万人も増加していく中で、食料の
確保は喫緊の課題です。
　一方、日本では安くて満腹感を得やすい、手軽な外食
中心の食生活を送ることで生活習慣病につながる「健
康格差」や、食べ物が偏り特定の栄養素が慢性的に不
足する「新型栄養失調」の危険性が高まっています。こ
れらは高齢者を中心に、若い女性や子ども、中年世代に
も見られる傾向です。
　日本の食料自給率は先進国中最低の水準で37%
(H30年度)。世界最大の農作物純輸入国である一方、
家庭や食品業界での食べ残し・賞味期限切れなどに伴
う廃棄(＝食料ロス)は増加傾向にあります。その量は
国内で643万トン/年(H28年度推計)、毎日大型(10ト
ン)トラック約1,760台分にもなります。食べ物も貴重な
資源、大切にしていきましょう。
　町では地元の食材を多く活用し、栄養教諭とも連携
して安全で安心なバランスの取れた給食を、幼児セン
ターから高校まで提供しています。町では豊かな自然
環境のもと、多くの農家さんがすばらしい農作物を作っ
ています。ありがたいことにせっかく地元でおいしい農
作物が販売されているのですから、できるだけ地元のも
のを買いましょう。外国や本州のものは、ニセコに運ば
れてくるまでにそれだけ多くの燃料が使われ、CO²が排
出されています。
　また、町では農業の基本となる土づくりに力を入れて
おり、例えば高品質なクリーン米（化学肥料や化学合成
農薬の使用を最小限にとどめた安全・安心なお米）の生
産なども支援しています。持続可能な農業に向け、日々
農家さんが頑張ってくださっているおかげで、私たちの
食卓には今日もおいしい食べ物がならぶのです。

!みんなでSDGsSUSTAINABLE  DEVELOPMENT GOALS

暴行事件の発生
　〈9月12日〉宿泊施設で従業員同士でもめて、
殴られるなどの暴行事件がありました。
衝突事故など4件
　〈9月14日〉道道上で追い越しによる車両同
士の衝突事故が発生しました。

まちの事件簿 ニセコ町
防犯協会

倶知安警察署／℡ 0136-22-0110

事　件

交通事故



心の贈り物
善意に感謝します
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■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
／
無
料

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

①
運
営
協
力
ス
タ
ッ
フ
（
絵
本
、

　

ク
ラ
フ
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、

　

バ
ザ
ー
班
の
企
画
・
運
営
）

・
第
１
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

■
日
時
／
11
月
14
日
（木）　

午
後

　

6
時
30
分
〜

■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

②
当
日
協
力
ス
タ
ッ
フ
（
当
日

　

の
運
営
の
協
力
）

■
募
集
期
限
／
11
月
14
日
（木）

■
問
合
せ
／
国
際
交
流
員
（
不

　

在
時
:企
画
環
境
課
）

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　
　

 

担
当
＝
梅　

冠
男

　
　
　
　
　

     （
不
在
時
:澤
田
）

【
北
海
道
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

法
人
道
民
税
な
ど
の
申
告

を
電
子
で

　

法
人
道
民
税
・
事
業
税
、
地

方
法
人
特
別
税
の
申
告
お
よ
び

各
種
申
請
・
届
出
を
電
子
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
利
用

に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
税
ポ
ー

タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利

用
開
始
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

■
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

　

https://w
w
w
.eltax.

　

lta.go.jp/go.jp/

■
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

　

http://w
w
w
.pref.

　

hokkaido.lg.jp/sm
/

　

zim
/dshinkoku/

■
問
合
せ
／
札
幌
道
税
事
務
所

　

税
務
管
理
部
課
税
第
一
課

　

℡
0
1
1
-2
8
1
-7
8
3
4

自
衛
官
募
集
説
明
会

●
説
明
種
目
:自
衛
官
候
補
生

　

お
よ
び
高
等
工
科
学
校

■
日
時
／
11
月
10
日
（日）　

午
後

　

1
時
〜
午
後
3
時

■
会
場
／
岩
内
文
化
セ
ン
タ
ー

　

会
議
室
（
住
所
:岩
内
町
万

　

代
51
-7
）

■
日
時
／
11
月
16
日
（土）　

午
前

　

10
時
〜
午
後
3
時

■
会
場
／
蘭
越
町
民
セ
ン
タ
ー

　

小
会
議
室
（
住
所
:蘭
越
町

　

蘭
越
町
43
-1
）　
　

■
日
時
／
11
月
17
日
（日）　

午
前

　

10
時
〜
午
後
3
時

■
会
場
／
倶
知
安
公
民
館
研
修

　

室
（
住
所
:倶
知
安
町
南
3

　

条
東
4
丁
目
2
-2
）

※
こ
の
日
時
以
外
で
説
明
を
受

　

け
た
い
と
い
う
場
合
は
、
調

　

整
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
自
衛
隊
札
幌
地
方

　

協
力
本
部
倶
知
安
地
域
事
務

　

所

　

℡
0
1
3
6
-23
-3
5
4
0

　

ま
た
は
自
衛
官
募
集
相
談
員

　

( 下
口　

登
さ
ん
）

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
7
7

ス
ポ
ー
ツ

全
町
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

今
年
も
地
区
対
抗
の
9
人
制

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
親
睦
を
深

め
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
11
月
24
日
（日）　

午
前

　

9
時
開
会
式

■
場
所
／
総
合
体
育
館

■
申
込
締
切
／
11
月
11
日
（月）

※
各
地
区
チ
ー
ム
単
位
で
申
し

　

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

■
監
督
者
会
議
／
11
月
15
日
（金）

■
場
所
／
総
合
体
育
館
会
議
室

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
町
民
学

　

習
課
ス
ポ
ー
ツ
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
0
3
4

　
　
　
　
　
　
　

  

担
当
＝
松
澤

募
集

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

「
第
６
回
絵
本
ワ
ー
ル
ド
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

絵
本
を
介
し
て
子
ど
も
た
ち

の
世
界
観
を
広
げ
る
イ
ベ
ン
ト

「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
」
が
、
第
6

回
を
迎
え
ま
す
。
5
5
0
冊
を

超
え
る
日
本
や
世
界
の
絵
本
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
多
言
語

で
の
読
み
聞
か
せ
や
楽
し
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
世
界

の
絵
本
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
協

力
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時
／
令
和
2
年（
2
0
2
0

　

年
）
1
月
25
日
（土）　

午
前
10

　

時
〜
午
後
2
時（
出
入
自
由
）

募
　
集

健
　
康

北
海
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ

「社会福祉に役立ててください」　
　　　　　　　 　　木山 利香 様
「夫が生前お世話になったお礼として」
　　　　　　　　 西陰 志津子 様
「社会福祉に役立ててください」　
　　　　ニセコ町赤十字奉仕団 様
「社会福祉に役立ててください」　
　 　 NPO法人 あそぶっくの会 様

《ニセコ町社会福祉協議会受付分》

《ニセコ町役場受付分》

新
し
い 

嘱
託
職
員

はじめまして 
 「よろしくお願いします」

　これまでの「観光×食・農」のフィールド
に新たに「環境」が加わりました。
　大好きなニセコ町でお仕事ができるこ
とを誇りに、笑顔で楽しく取り組みます！！

企画環境課環境モデル都市推進係
松本　真実（出身地／札幌市）
まつもと　　　　まみ

「社会福祉に役立ててください」　
　　　　　　　 　　小口 正人 様

め
い　

   

か
ん
な
ん
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ニ
セ
コ
こ
ど
も
館
利
用
者
募
集

　

ニ
セ
コ
こ
ど
も
館
で
は
、
令

和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
4
月

か
ら
利
用
す
る
児
童
を
募
集
し

ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
児
童

の
保
護
者
は
、
次
の
条
件
を
確

認
の
う
え
保
健
福
祉
課
窓
口
に

あ
る
所
定
の
申
込
書
を
記
入
し
、

保
育
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
（
雇
用
証
明

書
）
を
つ
け
て
保
健
福
祉
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
ど
も

館
で
の
活
動
や
申
込
書
の
記
載

方
法
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童
／
令
和
2
年
4
月

　

1
日
時
点
で
、
昼
間
保
育
に

　

欠
け
る
と
判
断
で
き
る
町
内

　

に
お
住
ま
い
の
小
学
校
1
年

　

生
か
ら
3
年
生
ま
で
の
児
童

※
小
学
校
4
年
生
以
上
の
利
用

　

は
、
3
年
生
ま
で
の
利
用
者

　

数
に
応
じ
て
改
め
て
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

■
利
用
料
金
／
月
額
6
，0
0
0

　

円
※
同
一
世
帯
か
ら
2
人
以
上
の

　

児
童
を
利
用
さ
せ
る
場
合
は
、

　

第
2
子
を
月
額
の
半
額
、　

第

　

3
子
以
降
は
免
除
。
ま
た
準

　

要
保
護
者
世
帯
の
児
童
が
利

　

用
す
る
場
合
は
、
第
1
子
を

　

月
額
の
半
額
、
第
2
子
以
降

　

は
免
除
に
な
り
ま
す
。

■
利
用
条
件
／
保
護
者
（
同
居

　

の
成
人
す
べ
て
）
が
次
の
条

　

件
な
ど
に
あ
て
は
ま
る
こ
と

・
住
宅
外
で
常
に
労
働
を
し
て

　

い
る
。

・
お
子
さ
ん
と
離
れ
日
常
の
家

　

事
以
外
に
常
に
労
働
を
し
て

　

い
る
。

・
妊
娠
中
で
あ
る
か
、
ま
た
は

　

出
産
後
間
が
な
い
。

・
病
気
や
ケ
ガ
で
療
養
中
か
、

　

心
身
に
障
害
が
あ
る
。

・
病
気
や
心
身
に
障
害
が
あ
る

　

同
居
の
親
族
を
常
に
介
護
し

　

て
い
る
。

・
震
災
な
ど
の
災
害
の
復
旧
に

　

当
た
っ
て
い
る
。

■
利
用
判
定
／
提
出
さ
れ
た
書

　

類
を
審
査
し
、
利
用
児
童
を

　

決
定
し
ま
す
（
な
お
、
利
用

　

条
件
に
合
わ
な
か
っ
た
と
き

　

な
ど
は
、
利
用
で
き
な
い
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
）。

■
申
込
期
限
／
11
月
29
日
（金）

■
申
込
書
提
出
先
／
保
健
福
祉

　

課
福
祉
係

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
保
健
福

　

祉
課
福
祉
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　

  

担
当
＝
矢
野
・
亀
山

イ
ベ
ン
ト

成
人
式
を
開
催
し
ま
す

　

こ
の
た
び
成
人
と
な
る
み
な

さ
ん
の
前
途
を
祝
し
「
ニ
セ
コ

町
成
人
式
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
式
の
対
象
と
な
る
ニ
セ
コ

町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

に
は
、
10
月
中
旬
ご
ろ
に
案
内

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

現
在
ニ
セ
コ
町
に
住
民
登
録
が

な
い
人
で
も
、
居
住
歴
が
あ
る

場
合
は
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
令
和
2
年（
2
0
2
0

　

年
）
1
月
12
日
（日）　

午
後
1

　

時
式
典（
受
付
は
正
午
か
ら
）

■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者
／
平
成
11
年
4
月
2

　

日
か
ら
平
成
12
年
4
月
1
日

　

生
ま
れ
の
人

■
申
込
期
限
／
令
和
元
年
12
月

　

13
日
（金）

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
町
民
学

　

習
課
町
民
学
習
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
0
3
4

　
　
　

  

担
当
＝
小
貫
・
大
久
保

相
談

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　

法
務
局
で
は
、
女
性
の
人
権

に
つ
い
て
の
専
用
相
談
電
話

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
18
日
（月）
か
ら
11
月
24
日

（日）
ま
で
は
、
「
全
国
一
斉
『
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
強

化
週
間
」
で
す
。
夫
や
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
セ
ク
ハ
ラ

な
ど
女
性
の
人
権
に
関
す
る
悩

み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間
／
午
前
8
時
30
分

　

〜
午
後
5
時
15
分
（
年
末
年

　

始
を
除
く
）

■
強
化
週
間
中
の
受
付
時
間
／

　

11
月
18
日
（月）
〜
22
日
（金）
午
前

　

8
時
30
分
〜
午
後
7
時
、

　

11
月
23
日
（土）
・
24
日
（日）
午
前

　

10
時
〜
午
後
5
時

■
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
／

　

0
5
7
0
-0
7
0
-8
1
0

　

(ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト

　

ラ
イ
ン
)

　
　
　

文
化

★
冬
の
藤
倉
英
幸
展
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３

北
海
道
の
風
景
を
旅
す
る

V
ｏ
ｌ
．２

　

北
海
道
の
風
景
を
は
り
絵
で

描
き
続
け
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
・
藤
倉
英
幸
さ
ん
。
今
回

の
展
示
か
ら
、
四
季
折
々
の
風

景
作
品
の
ほ
か
、
冬
の
展
示
の

新
企
画
と
し
て
具
体
的
な
地
名

を
切
り
口
に
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。
初
回
は
、
藤
倉
さ
ん
が

育
っ
た
泊
村
で
す
。

■
期
間
／
11
月
23
日
(土
・
祝
）

　

〜
3
月
15
日
(日）   

■
場
所
／
有
島
記
念
館

■
料
金
／
常
設
展
観
覧
料
の
み

■
問
合
せ
／
有
島
記
念
館

　

℡
0
1
3
6
-44
-3
2
4
5

　
　

       

担
当
＝
伊
藤
・
春
日
井

注
意タイ

ヤ
の
盗
難

　

例
年
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
を
交

換
す
る
こ
の
時
期
は
、
タ
イ
ヤ

の
盗
難
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
盗
難
被
害
の
多
く
は

「
無
施
錠
」
の
物
置
や
車
庫
か

ら
発
生
し
て
い
ま
す
。
被
害
防

止
の
た
め
、
タ
イ
ヤ
の
保
管
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
町
民
生
活
課
町
民

　

生
活
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　

  

担
当
＝
高
田
・
佐
藤

イ
ベ
ン
ト

文
　
化

注
　
意

相
　
談
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地域とともにある学校づくり
ニセコスタイルの
コミュニティ・スクール

こんにちは
町長です　

ご
み
の
な
い

　
　
　
美
し
い
ま
ち

　
以
前
、私
が
環
境
担
当
に
な
っ

て
す
ぐ
に
、「
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

禁
止
条
例
」
を
作
り
ま
し
た
。条

例
に
よ
っ
て
ご
み
の
投
棄
を
な

く
す
る
こ
と
が
、急
務
と
考
え
て

い
た
の
で
す
。そ
の
翌
年
休
暇
を

取
り
、
当
時
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
で
世
界
か
ら
注
目
さ
れ

る
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
の
水
俣

を
訪
問
、吉
井
正
澄
市
長（
当
時
）

と
懇
談
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

水
俣
市
に
は
、こ
の
条
例
が
あ
り

ま
せ
ん
。「
な
ぜ
作
ら
な
い
の
か
」

と
市
長
に
問
う
と
、「
ご
み
を
投

棄
す
る
行
為
は
、
道
徳
、
心
の
問

題
だ
。心
の
問
題
は
、
教
育
な
ど

を
通
じ
て
、人
間
性
を
高
め
る
こ

と
で
解
決
す
べ
き
で
、条
例
で
規

制
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。水
俣

市
も
来
訪
者
は
多
く
、ご
み
を
捨

て
る
人
は
い
る
。し
か
し
、『
捨
て

る
』以
上
に
市
民
が
ご
み
を
拾
う

か
ら
水
俣
市
は
い
つ
も
綺
麗
だ
」

と
の
答
え
。そ
の
考
え
に
共
感

し
、今
も
心
に
刻
ん
で
い
ま
す
。

　
　
ニ
セ
コ
町
長
　
片
山
　
健
也

◆「小学校４年生・清流下り」を実施しました
　10月12日（土）、『小学校4年生・清流下り』を実施しま
した。当日は天候にも恵まれ、ニセコ小・近藤小・ ＨＩＳ
ニセコ校の4年生21人が、ゴム
ボートで尻別川を下り、紅葉が始
まったニセコの秋を満喫しました。

◆スマホ学習会のお知らせ
　11月9日（土）、午後1時から町民センターにて『スマ
ホ学習会』を開催します。
この学習会は、昨年度、ＣＳ委員会が
作成した「スマートフォン(タブレット)
のルール」を広く町民のみなさんに知って
いただくための取り組みです。まだ参加が可能ですの
で、参加希望の人は下記事務局までご連絡ください。

チャンネル
コミュニティ・スクール委員会「豊かな心部会」

主催行事の報告とお知らせ

vol.
13

■申込み・問合せ／コミュニティ・スクール委員会
　 事務局＝ＣＳ担当 綱本（ニセコ中学校内）
　℡ 0136-44-2321　FAX 0136-44-1215
　ＣＳ担当中村、スクール・コーディネーター菊地
　（教育委員会内）
　℡ 0136-44-2101　FAX 0136-44-3091
 

広報ニセコ10月号の訂正
　広報ニセコ10月号25ページCSチャンネル7行目に
誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
（正）午後0時50分　（誤）午後12時50分

〈
お
詫
び
〉

契約結果を公表します

工事や委託業務、物品購入などの契約結果を
お知らせします。
9月10日から10月9日までに行われた入札や
随意契約は次のとおりです。

※落札率とは、町が予定していた金額に対し、実際に契約した金額の割合のことです　
※単価契約は除いています

ニセコ町学校給食センター増築工事実施設計業務
■予定価格：4,895,000円　■契約金額：4,840,000円　
■落札率：98.9％　■契約相手：日本都市設計株式会社

ニセコ町有施設消防設備点検（総合点検）業務
■予定価格：841,500円　■契約金額：770,000円
■落札率：91.5％　■契約相手：丸興商事株式会社
ニセコ町公共下水道ストックマネジメント実施
方針策定委託業務
■予定価格：11,451,000円　■契約金額：10,670,000円
■落札率：93.2％　■契約相手：株式会社ドーコン
駅構内マンホールポンプ所自家発電室実施設計
委託業務
■予定価格：3,487,000円　■契約金額：3,245,000円
■落札率：93.1％　■契約相手：株式会社ドーコン

令和元年度 曽我地区配水管更新実施測量設計
委託業務
■予定価格：12,518,000円　■契約金額：11,660,000円
■落札率：93.1％　■契約相手：株式会社引谷設計事務所

令和元年度 昆布汚水マンホールポンプ分解整備
■予定価格：1,496,000円　■契約金額：1,375,000円
■落札率：91.9％　■契約相手：クボタ環境サービス株式会社北海道支店

市街地区水源調査委託業務
■予定価格：8,815,400円　■契約金額：8,415,000円
■落札率：95.5％　■契約相手：株式会社日水コン北海道支所

宮田地区減圧弁他更新工事
■予定価格：16,225,000円　■契約金額：15,642,000円
■落札率：96.4％　■契約相手：新栄クリエイト株式会社

令和元年度 宮田地区配水管河川横断更新工事
■予定価格：9,757,000円　■契約金額：9,625,000円
■落札率：98.6％　■契約相手：志田・長澤経常建設共同企業体

総合体育館地下オイルタンクライニング工事
■予定価格：1,991,000円　■契約金額：1,540,000円
■落札率：77.3％　■契約相手：株式会社Ｍ・Ｉ・Ｃ

学習交流センター事務用パソコン購入
■予定価格：957,000円　■契約金額：704,000円
■落札率：73.6％　■契約相手：ニセコパソコンサービス
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ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町＝町民センター役＝役場
運＝運動公園

あ＝あそぶっく 幼＝幼児センター
体＝総合体育館 西＝西富地区町民センター有＝有島記念館

こ＝こども館
倉＝中央倉庫群

カレンダーの見方

NOVEMBER

●外国人向け日本語教
　室1（初級）／
　町：10：00～
●弁護士無料法律相談／
　町：13：00～
●健康運動教室／
　町：19：00～

●英会話トーク／
　町：10：00～
●あそぶっく講座「村上
　春樹の世界」／
　あ：13：30～
　あそぶっくだよりp16参照
●第8回議会報告会・町
　民との意見交換会／
　町：14：00～、近藤コミュ
　ニティセンター：18：30～
　くらしの情報ｐ21参照

●介護予防料理教室／
　町：10：00～
●楽しい中国語教室／
　町：10：00～
●ちいさいおうち／　
　あ：10：30～
●あそぶっくらぶ／　
　あ：14：45～
●幼児センター入園募
　集説明会／
　幼：18：30～

●放課後子ども教室／
　こ:13：30～
●漫画デッサンクラブ／
　町：18：00～

●外国人向け日本語教
　室2（中級）／
　町：10：00～

●放課後子ども教室／
　こ：13：30～
●まちづくり懇談会／
　里見地域コミュニティ
　センター：18：30～

●趣味の教室「クリスマス
　リースづくり」／
　あ：10：00～
　あそぶっくだよりp16参照
●楽しい中国語教室／
　町：10：00～
●ちいさいおうち／
　あ：10：30～
●あそぶっくらぶ／
　あ:14:45～
　幼：11：00～

●エキノコックス駆除
　作業／町内：9：00～
●放課後子ども教室／
　こ：13：30～
●社会福祉協議会健康
　教室／
　倉：13：30～

●楽しい中国語教室／
　町：10：00～
●ちいさいおうち／
　あ：10：30～
●1歳半・3歳児健診／
　町：13：30～
●あそぶっくらぶ／
　あ：14：45～
●まちづくり町民講座「女性
　のキャリアアップ支援セミ
　ナー」／倉：18：30～

●子育て講座「編み物教室」／
　町：10：00～
　にこにこ広場p17参照
●外国人向け日本語教
　室2（中級）／
　町：10：00～
●まちづくり懇談会／
　元町地域コミュニティー
　センター：18：00～

●放課後子ども教室／
　こ：13：30～

●外国人向け日本語教
　室1（初級）／
　町：10：00～

●英会話トーク／
　町：10：00～

●夜間・休日の救急・急病対応

▢倶知安厚生病院
℡ 0136-22-1141
倶

救急受付
365日

24時間対応

●ニセコ小学校地域参観日／
　ニセコ小学校:9：30～
　くらしの情報p20参照
●すこやか健康教室　
　（本通・川北）：
　町：10：00～
●外国人向け日本語教
　室2（中級）／
　町：10：00～
●こんにちは町長室／
　役：12：30～

●子育て講座「救急講座」／
　町：10：00～
　にこにこ広場p17参照
●巡回ミニドック結果　
　説明会／町：10：00～
●放課後子ども教室／
　こ：13：30～
●まちづくり懇談会／
　宮田集会所：
　18：00～

●外国人向け日本語教
　室１（初級）／
　町：10：00～

●全町9人制バレーボール
　大会／体:9：00～　
　くらしの情報p23参照

●冬の藤倉英幸展Part3
　北海道の風景を旅する
　Vol.2／有
　（～3月15日まで）
　くらしの情報ｐ24参照

幼

▢水6 ▢木7

▢木14

▢金8 ▢土9

▢日10 ▢月11 ▢火12 ▢水13

▢水20

▢金15 ▢土16

▢日17 ▢月18 ▢火19 ▢木21 ▢金22 ▢土23

▢日24 ▢月25 ▢火26 ▢水27 ▢木28 ▢金29 ▢土30

▢火3 ▢水4▢日12/1

▢日8

▢月2 ▢木5 ▢金6 ▢土7

●ジェンダー・男女共同
　参画についての講演会
　（未来のニセコを拓く会
　主催） ／
　 町：13：30～
　くらしの情報ｐ22参照
●まちづくり懇談会
　（市街地）／
　町：18：00～

●まちづくり懇談会／
　福井地区コミュニティセ
　ンター（西富地区のみな
　さん中心）：18：00～

●すこやか健康教室　
　（南西）：町：10：00～
●子育て講座「編み物教室」／
　町：10：00～
　にこにこ広場p17参照
●放課後子ども教室／
　こ：13：30～

●まちづくり懇談会　
　（寿大学）／町：10：00～
●まちづくり懇談会／
　福井地区コミュニティー
　センター：14：00～
●まちづくり懇談会／
　中央連合町内会コミュニ
　ティセンター：18：00～
●にこにこ相談／おひ
　さま：10：00～
　にこにこ広場p17参照
●放課後子ども教室／
　こ:13：30～

●近藤小学校学芸会／
　近藤小学校：8：45～
　

●まちづくり懇談会（子育
　て世代中心）／
　町：10：00～
●外国人向け日本語教
　室１（初級）／
　町：10：00～
●弁護士無料法律相談／
　町：13：00～
●まちづくり懇談会／
　曽我活性化センター：
　18：00～

●楽しい中国語教室／
　町：10：00～
●ちいさいおうち／
　あ：10：30～
●乳幼児健診／
　町：13：30～
●あそぶっくらぶ／
　あ:14:45～
●まちづくり懇談会／
　ニセコ地域コミュニティ
　センター：19：00～

●放課後子ども教室／
　こ：13：30～
●まちづくり懇談会／
　有島謝恩会館：
　18：00～

●町民センター休館
　（8日まで）
　くらしの情報p22参照

●遊悠ぶっく／
　ニセコハイツ：10：30～
●外国人向け日本語教
　室2（中級）／
　町：10：00～
●綺羅乃湯休館
　（11月1日～12月20まで）
　くらしの情報ｐ21参照

勤労感謝
の日

あそぶっく休館日

あそぶっく休館日 あそぶっく休館日

あそぶっく休館日 あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

あ

あ

あ

あ

倉

●楽しい中国語教室／
　町：10：00～
●ちいさいおうち／
　あ：10：30～
●魔法のじゅうたん
　あ：14：45～
●まちづくり町民講座
　「（仮）自治創生、次の
　戦略へ」／
　倉：18：00～
　くらしの情報ｐ22参照

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

●外国人向け日本語教
　室2（中級）／
　町：10：00～
●遊悠ぶっく／ニセコ
　ハイツ：10：30～
●まちづくり懇談会／
　近藤地域コミュニティ
　センター：18：00～

町

町

町

町

町

町町
町

町

町 町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

体

町
有

役

こ

こ

こ

こ

こ

こ

こ

●すこやか健康教室（東）／
　　：10：00～
●放課後子ども教室／
　こ：13：30～こ

こ

町

町

町

町

町
町

町

町

町

町

町

町

町

あ

中央倉庫群休館日

中央倉庫群休館日
倉

固定資産税〈第4期〉・介護保険料〈第3期〉
国民健康保険税〈第6期〉の納期です
◆納期限は25日（月）
上・下水道の納期です
◆口座引落しは28日（木）
■固定資産税、国民健康保険税／税務課
■介護保険料／保健福祉課
■上・下水道料金／上下水道課
　       　       ℡ 0136-44-2121

問
合
せ〈いずれも〉

口座振替を
ご利用の人は、
残高の確認を
お願いします

11月は
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今
年
は
台
風
の
被
害
が
大
き
く
、千
葉
の
大

規
模
停
電
が
よ
う
や
く
復
旧
し
た
と
思
っ
た

ら
、台
風
19
号
で
多
く
の
河
川
が
決
壊
し
、全

国
で
70
人
以
上
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。海
水
温

の
上
昇
が
台
風
の
勢
力
に
影
響
し
た
と
考
え

ら
れ
、温
暖
化
を
通
り
越
し
て
、気
候
危
機
が

ま
さ
に
今
日
本
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
行
わ
れ
た
国
連

気
候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か

ら
来
た
16
歳
の
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ
ん
の

ス
ピ
ー
チ
が
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。残
念
な
が

ら
温
暖
化
対
策
に
消
極
的
な
日
本
は
、発
言
の

機
会
を
与
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
特
集
」で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、子
ど
も
も

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。私
た
ち
大

人
は
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
何
が
残

せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。　　
　
　
　
　
　
（
も
）

編
集
後
記
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今月の
表紙

今月の

今月の記事でお知らせできなかった
皆さんの笑顔や表情を写真でお届けします。

MONTHLY 
PHOTO ALBUM

広報ニセコでは行事などで写真を撮影しています。広報誌に掲載
されたものなど、写真のデータを無料でお渡しできますので、希望
される人はぜひ広報広聴係へお問い合わせください。

町内の放射線量の状況 人の動き（9月末現在）
人口 5,049人
（前月比 ＋4）
男    2,562人
（前月比 ＋4）
女    2,487人
（前月比 ±0）
世帯数 2,560
（前月比 ＋1）

うち外国人　　300
うち外国人世帯　199

測定日

最高値
最低値
平均値

10月15日までの
1か月間
0.048μGy/h
0.033μGy/h
0.035μGy/h

空間放射線量率は
平常レベルです

秋
の
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
で
、消
防
車
の

前
で
記
念
撮
影
す
る
幼
児
セ
ン
タ
ー
の
園

児
た
ち




